
学校応援プロジェクト 2021 年度活動報告 
豊南高校 出張授業プロジェクト 
 
 2021年 11月 20日（土）、豊南高校において 2年生を対象に出張授業プロジェクトを実施しました。豊
南高校におけるプロジェクトは 9月に続き 2回目となります。 
 今回のプロジェクトは、生徒たちが大学や大学進学に向けたイメージを掴んだり、自分がどんなことを学びたいの
か考えたりするきっかけをというオーダーがありました。少しでも大学の雰囲気を感じてもらう・・・そのために、プロジェ
クトではメンバーそれぞれが日ごろ学んでいる専門分野についての授業を用意し、その中から生徒それぞれが興
味・関心をもった授業２つに参加する、という企画を用意しました。 
 高校生にとっては、今回の授業がその学問分野と触れる初めての機会になるかもしれません。興味関心をもって
もらえる内容にするには︖難易度は︖進行も含めた授業全体のクオリティは︖など、クリアすべき課題は山ほどあり
ました。多くのメンバーが授業をしたい︕と手を挙げましたが、実際に作成した学習指導案の検討やその後の模擬
授業実施の結果、最終的には 11 の授業を行うことになりました。 
  
  ＜授業テーマ＞ 
・日常会話でフランス語を活用してみよう︕ 
・簡単なドイツ語を話してみよう。ドイツの文化について知ろう。 
・歴史を「読み解」く -常識から見る日本の歴史- 
・崩し字に親しむ 
・シナリオを通して伝えることの楽しさ、むずかしさ、大切さを学ぼう︕ 
・視覚世界の不思議を知ろう︕ 
・知らぬ間に使われる「区別」 
・「日常」を経済学で解釈する～インセンティプで人の行動を操ろう～ 
・工業簿記って何︖ 
・インターネット上で起こり得るトラブルと守ってくれる法律 
・人間にできて、AI にできないこと 

 
 プロジェクト当日は、授業者・サポートスタッフ総勢 24名が参加しました。感染状況が比較的落ち着いていた
時期とはいえ、コロナ禍の中での準備だったため、オンラインのミーティングが多く、当日初めて顔をあわせたメンバー
も少なくありません。控室では時間ぎりぎりまで打ち合わせと最終確認を行いました。 
 各教室に移動すると、「こんにちは︕」と生徒達が明るく出迎えてくれます。中には、9月に実施したキャリアプロ
ジェクトのときに顔をあわせたメンバーを覚えていて、声をかけてくれる生徒もいました。 
 
授業開始のチャイムが鳴り、クラス担当の先生からの紹介が終わるといよいよ授業のスタートです。「授業はつか

みが大事︕」ということで、オリジナルの動画からスター
トするクラス、中大のマスコットキャラクターを利用してつ
かみにはいるクラス等、様々です。 
 授業の展開部分では、多くのクラスで、グループワー
クや実際に生徒が手を動かしたり、会話をしてみる機
会をとりいれていました。授業者だけでなくサポートス
タッフのメンバーが教室全体の様子を見ながら、声をか
けています。生徒の様子や要望をもとに、当初の授業
計画を柔軟に変更したクラスもありました。生徒自身
が製品を作り、それをもとに工業簿記の仕組みを実体
験する授業では、当初は紙で「鶴」を折ってもらう予定



でしたが、できない生徒も少なくないことがわかったため、急
遽紙飛行機に変更して実施しました。フランス語の授業
では、フランス語で自己紹介をしてみよう︕という題材で、
どんな内容・文章で話してみたいかを生徒に尋ね、希望を
盛り込みながら、基本となるテンプレートを作っていました。 
 また、今回は 11教室に分かれての実施となったこともあ
り、全体の運営を行う統括スタッフを 2名配置しました。
授業で使用する機材・備品の状況チェックやトラブル発生
時の連絡・調整、全体の進捗把握など、11教室を駆け
回り、ときには授業者に声をかけながら全体の運営を統
括していきます。そのことによって、大きな時間オーバーやト

ラブルもなく円滑に実施することができました。 
 
 1 コマ目の授業が終わると、休み時間を利用してメンバーは授業者とサポートスタッフとの打ち合わせ、生徒たち
は教室の移動です。移動の際、友達同士で「面白かったね︕」と話す声が聞かれ、メンバーたちもがぜんやる気に
なります。2 コマ目になると、メンバー・生徒ともに緊張もほぐれ笑顔が増えました。1 コマ目の反省も踏まえて授業
の進行そのものもよりスムーズになったクラスも多かったようです。 
  
 2 コマ目の授業終了後。生徒たちから、「面白かったです︕」「また来てください︕」といううれしい声をあちこちでか
けてもらいながら、メンバーみんながやりきった表情で控室に戻ってきました。 
 
事後の生徒アンケートでは、98％の生徒から

「満足」「どちらかといえば満足」との回答をいただ
き、豊南高校からは来年度の実施についても打
診をいただくことができました。 
 プロジェクトのメンバーにとっても、大変貴重な、
大きな経験となりました。 
 大きなチャレンジの機会を与えていただいた豊
南高校の先生方、そして、笑顔で積極的に授
業に参加してくださった生徒のみなさん、ありがと
うございました︕ 
来年度、さらにパワーアップ・クオリティアップした

プロジェクトを準備してお目にかかりたいと思いま
すので、楽しみにしていてください︕ 


